
 

 

 

 

 

 

令和７（2025）年さいたま市における 

火災・救急・救助統計（概数） 

 

 

 

 

 

 

 

さ い た ま 市 消 防 局 

 



 

目  次 

 

 

 【火 災 発 生 状 況】                                                 頁 

   １ 火災件数について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

   ２ 月別の火災発生状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

３ 行政区別の火災発生件数について・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

   ４ 火災に伴う損害状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

５ 死傷者について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

   ６ 住宅火災による死傷者について・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

   ７  出火原因について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

 

【救 急 出 場 状 況】 

 １ 救急出場件数について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

 ２ 月別の救急出場件数について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

 ３ 事故種別ごとの救急出場件数について・・・・・・・・・・・・・・ 8 

 ４ 救急搬送人員について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

  ５ 初診時の程度別について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

 

【救 助 出 場 状 況】 

   １ 救助出場件数について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

   ２ 事故種別ごとの救助出場件数について・・・・・・・・・・・・・・11 

   ３ 活動件数について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

      ４ 救助人員について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 



令和７年火災発生状況(概数) 

１ 火災件数について 

火災件数は３７１件、前年より１７件増加 

令和７年の火災件数は３７１件で、前年より１７件（４．８％）増加となって

います。 

火災件数を火災種別で前年と比較すると、建物火災は２１３件で６件（２．

７％）減少、車両火災は３２件で１件（３．２％）増加、その他の火災は１２６

件で２２件（２１．２％）増加となり、建物火災は減少していますが、車両火災

とその他の火災は増加しています。 

 

【火災件数】 

 令和７年 令和６年 前年増減 増 減 率 

火

災

件

数 

火 災 総 件 数 371 354 17 4.8% 

建 物 火 災 213 219 △6 △2.7% 

 住 宅 火 災 143 139 4 2.9% 

車 両 火 災 32 31 1 3.2% 

そ の 他 の 火 災 126 104 22 21.2% 

 

 

【過去１０年の火災件数の推移】
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令和７年火災発生状況(概数) 

２ 月別の火災発生状況について 

月別の火災発生件数は、１月、２月が３９件と最も多く発生し、続いて１２月が

３６件となっています。 

火災を四季別にみると、最も多いのは冬季（１月～２月、１２月）の１１４件で、

全火災の３０．７％を占めております。 

 

【月別火災件数】  
 

  

 令 和 ７ 年 令 和 ６ 年 前 年 増 減 増  減  率 

１月 39 38 1 2.6% 

２月 39 38 1 2.6% 

３月 31 25 6 24.0% 

４月 32 26 6 23.1% 

５月 25 25 0 0.0% 

６月 28 29 △1 △3.4% 

７月 30 31 △1 △3.2% 

８月 23 37 △14 △37.8% 

９月 28 18 10 55.6% 

１０月 26 21 5 23.8% 

１１月 34 32 2 6.3% 

１２月 36 34 2 5.9% 

合 計 371 354 17 4.8% 



令和７年火災発生状況(概数) 

３ 行政区別の火災発生件数について 

行政区別の火災発生件数の順位は、南区５０件、続いて岩槻区４７件 

行政区別の火災発生状況をみると、火災が最も多い行政区は南区の５０件で、

続いて岩槻区の４７件、大宮区、見沼区、浦和区の４３件の順となっています。 

一方、火災が最も少ない行政区は西区の２１件で、続いて中央区の２４件、緑

区の２９件の順となっています。 

 

【行政区別火災件数】 

 令 和 ７ 年 令 和 ６ 年 前 年 増 減 増  減  率 

西 区 21 32 △11 △34.4% 

北 区 39 31 8 25.8% 

大宮区 43 48 △5 △10.4% 

見沼区 43 45 △2 △4.4% 

中央区 24 15 9 60.0% 

桜 区 32 42 △10 △23.8% 

浦和区 43 27 16 59.3% 

南 区 50 29 21 72.4% 

緑 区 29 27 2 7.4% 

岩槻区 47 58 △11 △19.0% 

合 計 371 354 17 4.8% 

 

   
  



令和７年火災発生状況(概数) 

４ 火災に伴う損害状況について 

焼損棟数、焼損床面積及び火災損害は増加 

火災により焼損した建物は２８３棟で、前年より６棟（２．１％）減少となって

います。 

焼損床面積は３，１９５㎡で、前年より６４９㎡（１６．９％）減少となってい

ます。 

り災世帯は２１４世帯４５６人で、前年より５世帯(２．３％)減少し、り災人員

は、前年より２９人（６．０％）減少となっています。 

 

【火災に伴う損害状況】 

 令和７年 令和６年 前年増減 増 減 率 

焼

損

棟

数 

全 焼 31 30 1 3.3% 

半 焼 10 6 4 66.7% 

部分焼 69 81 △12 △14.8% 

ぼ や 173 172 1 0.6% 

(棟） 合 計 283 289 △6 △2.1% 

り
災
世
帯 

全 損 30 33 △3 △9.1% 

半 損 14 9 5 55.6% 

小 損 170 177 △7 △4.0% 

(世帯) 合 計 214 219 △5 △2.3% 

り 災 人 員 (人) 456 485 △29 △6.0% 

焼損床面積 (㎡) 3,195 3,844 △649 △16.9% 

焼損表面積 (㎡) 695 981 △286 △29.2% 

 

    
  



令和７年火災発生状況(概数) 

５ 死傷者について 

死傷者数は死者１１人、前年より７人減少、負傷者５２人、前年より６人増加 

火災による死者は１１人で、前年より７人（３８．９％）減少となり、火災に

よる６５歳以上の高齢者の死者は７人で、前年より８人（５３．３％）減少、火

災による負傷者は５２人で、前年より６人（１３．０％）増加しています。 

 

６ 住宅火災による死傷者について 

住宅火災による死傷者数は、死者９人、負傷者３９人 

住宅（一般住宅、共同住宅及び併用住宅）火災は１４３件で前年より４件

（２．９％）増加しており、住宅火災による死者は９人で、前年より６人（４

０．０％）減少となっています。   

死者が発生した住宅火災では、住宅用火災警報器が未設置の住宅又は維持管理

が不適切な住宅で死者が発生しています。 

住宅火災による負傷者は３９人で、前年より３人（８．３％）増加となってい

ます。 

 

【火災による死傷者（人）】 

 令 和 ７ 年 令 和 ６ 年 前 年 増 減 増 減 率 

死者[放火自殺] 11 [3] 18 [2] △7 [1] △38.9% 

 住宅火災[自殺] 9 [1] 15 [1] △6 [0] △40.0% 

65 歳以上[住宅火災] 7 [6] 15 [14] △8 [△8] △53.3% 

負傷者[30 日死者] 52 [0] 46 [1] 6 [△1] 13.0% 

 住宅火災 39 36 3 8.3% 

65 歳以上[住宅火災] 17 [14] 15 [13] 2 [1] 13.3% 

 

  
   

  



令和７年火災発生状況(概数) 

７ 出火原因について 

出火原因の第１位は「放火（疑い含む）」、続いて「電気機器」、「たばこ」、「こ

んろ」、「電灯・電話等の配線」 

出火件数３７１件を出火原因別にみると、「放火（疑いを含む）」６８件(全体の

１８．３％)、「電気機器」５１件（同１３．７％）、「たばこ」４７件(同１２．

７％)、「こんろ」３１件(同８．４％)、「電灯・電話等の配線」２７件（同７．

３％）の順となっています。 

順位の変動はあるものの、前年の出火原因上位５項目と同原因となっていま

す。また、出火原因上位３項目の「放火(疑い含む)」、「電気機器」、「たばこ」が

昨年より１５件以上増加しており、火災総件数増加の要因のひとつとなっており

ます。 

 

【出火原因上位５項目（件）】 

順位 出 火 原 因 令和７年 令和６年 前年増減 増 減 率 

１ 放火(疑い含む) 68 51 17 33.3% 

２ 電気機器 51 34 17 50.0% 

３ たばこ 47 32 15 46.9% 

４ こんろ 31 36 △5 △13.9% 

５ 電灯・電話等の配線 27 35 △8 △22.9% 

 

      
 



令和７年救急出場状況（概数） 

１ 救急出場件数について 

救急出場件数は８５，７９８件、前年より７６９件減少 

令和７年中の救急出場件数は８５，７９８件で、前年より７６９件減少し、出場

件数は約１％の減少となりました。 

 

 
 

２ 月別の救急出場件数について 

月別の救急出場件数は、前年より月平均で６４件減少 

令和７年中の月別救急出場件数は、前年より月平均で６４件減少しました。 
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令和７年救急出場状況（概数） 

３ 事故種別ごとの救急出場件数について 

最多は「急病」、続けて「一般負傷」、「転院搬送」 

事故種別ごとの救急出場件数で最も多いのは「急病」で５７，９８１件（前年よ

り９５４件減少）、次に「一般負傷」で１３，６０７件（前年より１０１件増加）、

「転院搬送」４，３８０件（前年より１１８件増加）の順となっています。 

 

 
 

４ 救急搬送人員について 

救急搬送人員は７３，４１９人、前年より３５０人増加 

令和７年中の救急搬送人員は７３，４１９人で、前年より３５０人増加していま

す。 

年齢区分別の救急搬送人員は、高齢者（６５歳以上）が４１，００７人、成人（１

８歳以上６５歳未満）が２３，９６１人、少年（７歳以上１８歳未満）が３，４０

５人、乳幼児（生後２８日以上７歳未満）が４，８４０人、新生児（生後２８日未

満）が２０６人となっています。 

 

 

急病

57,981件

68%一般負傷

13,607件

16%

転院搬送

4,380件

5%

交通

4,069件

5%

その他

5,761件

7%

事故種別ごとの救急出場件数

高齢者

41,007人

56%

成人

23,961人

33%

少年

3,405人

5%

乳幼児

4,840人

7%

新生児

206人

0%

救急搬送人員



令和７年救急出場状況（概数） 

５ 初診時の程度別について 

軽症は３８，８９４人（全体の約５３％）、重症は５，２５９人（全体の約７％） 

医師による初診時の程度別では、軽症（入院を要しないもの）が３８，８９４人、

中等症（生命の危険はないが入院を要するもの）が２８，８１６人、重症（生命の

危険の可能性があるもの）が５，２５９人、死亡が４４６人、その他が４人となっ

ています。 
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令和７年救助出場状況（概数） 

１ 救助出場件数について 

救助出場件数は、前年に比べて減少 

令和７年中の救助出場件数は１，１１７件で、前年より６２件減少しています。 
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令和７年救助出場状況（概数） 

２ 事故種別ごとの救助出場件数について 

令和７年中の救助出場件数のうち最も多い事故種別は「建物等による事故」６９

２件、次いで「火災」１５０件、「その他の事故」１４５件となっています。 

 

 

【事故種別ごとの救助出場件数】 

  
令和７年 

（速報値） 

令和６年 

（確定値） 
前年増減 増減率 

救
助
出
場
件
数(

件) 

合計 1,117 1,179 △62 △5.3％ 

事
故
種
別 

火災 150 148 2 1.4％ 

交通事故 99 110 △11 △10.0％ 

水難事故 15 15 0  

風水害等自然災害事故 1 6 △5 △83.3％ 

機械による事故 14 6 8 133.3％ 

建物等による事故 692 737 △45 △6.1％ 

ガス及び酸欠事故 1 3 △2 △66.7％ 

破裂事故 0 0 0  

その他の事故 145 154 △9 △5.8％ 

活動件数(件) 739 764 △25 △3.3％ 

救助人員(人) 477 472 5 1.1％ 
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令和７年救助出場状況（概数） 

 【過去１０年の事故種別ごとの救助出場件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年 878 124 96 24 2 11 371 0 0 250 100 12.9

平成29年 871 152 92 15 8 10 357 0 0 237 △ 7 △ 0.8

平成30年 884 146 101 15 3 14 443 0 0 162 13 1.4

令和元年 833 115 91 16 22 12 424 0 0 153 △ 51 △ 5.7

令和２年 788 119 78 16 1 3 420 5 0 146 △ 45 △ 5.4

令和３年 877 135 99 12 0 5 472 2 0 152 89 11.2

令和４年 992 155 84 8 1 7 580 3 0 154 115 13.1

令和５年 1,025 132 86 10 7 8 639 6 0 137 33 3.3

令和６年 1,179 148 110 15 6 6 737 3 0 154 154 15.0

令和７年 1,117 150 99 15 1 14 692 1 0 145 △ 62 △ 5.3
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令和７年救助出場状況（概数） 

３ 活動件数について 

活動件数は、前年と比べ減少 

令和７年中の救助活動件数は、出場件数の減少に伴い、前年と比べて２５件減少

（－３．３％）し７３９件となっています。 

 

【救助活動件数】 

  
令和７年 

（速報値） 

令和６年 

（確定値） 
前年増減 増減率 

活動件数 739 件 764 件 △25 件 △3.3％ 

 

【過去１０年の救助活動件数の推移】 

  活動件数(件) 前年増減(件) 増減率(％) 

平成２８年 417 32 8.3 

平成２９年 447 30 7.2 

平成３０年 527 80 17.9 

令和元年 529 2 0.4 

令和２年 489 △40 △7.6 

令和３年 541 52 10.6 

令和４年 636 95 17.6 

令和５年 678 42 6.6 

令和６年 764 86 12.7 

令和７年 739 △25 △3.3 

 

  



令和７年救助出場状況（概数） 

４ 救助人員について 

救助人員は、前年と比べ増加 

令和７年中の救助人員は、４７７人で前年と比べて５人増加（＋１．１％）し、

過去１０年間において最多の人数となっています。 

 

【救助人員】 

  
令和７年 

（速報値） 

令和６年 

（確定値） 
前年増減 増減率 

救助人員 477 人 472 人 5 人 1.1％ 

 

【過去１０年の救助人員の推移】 

  救助人員(人) 前年増減(人) 増減率(％) 

平成２８年 300 36 13.6 

平成２９年 347 47 15.7 

平成３０年 370 23 6.6 

令和元年 398 28 7.6 

令和２年 303 △95 △23.9 

令和３年 364 61 20.1 

令和４年 414 50 13.7 

令和５年 421 7 1.6 

令和６年 472 51 12.1 

令和７年 477 5 1.1 

 


